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本研究は、酸化ストレス応答に重要な役割を果たす
KEAP1-NRF2 系の調節機能、とくに複数のシステインを介し
た酸化ストレス受容の分子メカニズムを生化学、細胞生物学、
構造生物学を駆使して明らかにした上で、様々な病態モデル
に還元し、疾病予防・治療に応用しようとする、独創性の高
い包括的な課題である。 

KEAP1-NRF2 系を中心とする酸化ストレス応答メカニズ
ムの構造・機能相関の詳細が解明され、老化、炎症をはじめ
とする疾患の治療・予防への応用が展開するものと期待でき
る。 

 
  


